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工藤正司市長

日
本
遺
産（Japan H

eritage

）と
は

文
化
庁
に
よ
っ
て
平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た
新

し
い
文
化
財
制
度
で
、
地
域
に
点
在
す
る
史
跡
・
伝

統
芸
能
な
ど
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
「
日
本
遺
産
（Japan Heritage

）」
に

認
定
す
る
も
の
で
す
。
歴
史
的
魅
力
に
溢
れ
た
文
化

財
群
を
地
域
主
体
で
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
世

界
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

認
定
の
17
件
を
含
め
て
54
件
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

忍お
し

城じ
ょ
うの

城
下
町
行
田
の
裏
通
り
を
歩
く
と
、
時
折

ミ
シ
ン
の
音
が
響
き
、
土
蔵
、
石
蔵
、
モ
ル
タ
ル
蔵

な
ど
多
彩
な
足
袋
の
倉
庫
「
足
袋
蔵
」
が
姿
を
現
し

ま
す
。
行
田
足
袋
の
始
ま
り
は
約
３
０
０
年
前
。
武

士
の
妻
た
ち
の
内
職
で
あ
っ
た
行
田
足
袋
は
、
や
が

て
名
産
品
と
し
て
広
く
知
れ
渡
り
、
最
盛
期
に
は
全

国
の
約
８
割
の
足
袋
を
生
産
す
る
ま
で
に
発
展
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
明
治
時
代
後
半
か
ら
足
袋
蔵

が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
も
日
本
一

の
足
袋
産
地
と
し
て
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け

る
行
田
に
は
、
多
く
の
足
袋
蔵
等
歴
史
的
建
築
物
が

残
り
、
趣
き
の
あ
る
景
観
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

構
成
資
産

本
市
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
資
産
（
文

化
財
）
は
39
件
で
、
内
訳
は
史
跡
4
件
（
国
指
定

1
・
県
指
定
2
・
市
指
定
1
）、
有
形
文
化
財
3
件

（
未
指
定
3
）、
建
造
物
26
件
（
市
指
定
2
・
国
登
録

5
・
未
指
定
19
、
総
棟
数
56
棟
）、
有
形
民
俗
文
化

財
2
件
（
国
登
録
1
・
未
指
定
1
）、
無
形
民
俗
文

化
財
4
件
（
未
指
定
4
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
日
本
遺
産
認
定
を
機
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
行
田
に
対
す
る
誇

り
と
愛
着
を
よ
り
深
く
育
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
様
々
な
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
行

田
の
魅
力
を
国
内
外
に
力
強
く
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

念
願
の
日
本
遺
産
認
定
は
大
変
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
は
、
本
市
の
特
色
や
歴
史
的

魅
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
現
在
、
本
市
が
進
め
て
い
る
歴
史
的
街

路
や
街
並
み
景
観
の
整
備
な
ど
、
歴
史
資
産

等
を
保
存
・
活
用
し
た
取
り
組
み
と
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
4
月
28
日
、
平
成
29
年
度
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
自
治
体
の
代
表
者
が
参
加
し
、
文
部
科

学
省
で
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

市
か
ら
は
工
藤
市
長
が
出
席
。
松
野
文
部
科
学

大
臣
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
認
定
は
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
遺
産
、

市
民
や
関
係
者
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源
を
活
用
し
な
が

ら
着
実
に
続
け
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
が
総
合
的

に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
県
内
初
と
な
る
日
本
遺
産
認
定
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」が、
県内初の日本遺産に認定!!

これまでのまちづくりが高く評価されました!

日本遺産
J a p a n  H e r i t a g e

祝

熟練の技術が求められる「つま縫い」の作業

行田のシンボル「忍城」

ノコギリ屋根の工場（㈱イサミコーポレーション）

「忠次郎蔵」のある蓮華寺通り

日
本
遺
産
認
定
に
あ
た
っ
て


